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なぜいま「授業」を問うのか？



コロナ禍が投げかけているもの
• コロナ禍で新たに課題が発⽣したというより、これまでの授業や学校の

課題が顕在化している。

• オンライン学習で問われているのは、テクノロジーの質以上に、授業観
である。

＝「授業を進める≠学びを保障する」「授業を届ける≠学びを⽀援す
る」、学習者⽬線で考えられているか？ 形だけのアクティブ・ラー
ニングであったことのもろさ。

ドリル的な課題を渡し⾳沙汰がない、動画を作っても、演出⼊りの
解説的なもの。

オンライン授業も、⼤規模化した講義で進め、⽣徒たちが席につい
ているかを監視しながら、結果をテストで点検する。



改⾰に踊り、揺れる「授業」
⼆項対⽴の裏で進む⼿法主義

• 「教え」から「学び」へ（教師主導から学習者主体へ）、さらには、
「授業」から「学び」へ（学校から合校へ）？

• 「⼀⻫授業」から「学び合い」へ、さらには、「個別最適化された
学び」へ？

• ゆらぐ「授業」、進む⼿法主義（○○メソッドから○○アプリへ）

※「学び」の強調は「教えること」を照らし出し、個別化の強調は、
集団での学びの意味を照らし出す→「授業」が問われる。



「旧来型の授業」という語りで⾒落とさ
れているもの
• ⽇本の伝統的なよい授業のイメージである、クラス全体での創造的な⼀

⻫授業は、つまずきを⽣かしたりしつつ、⼀⼈⼀⼈の考えをつないだり
ゆさぶったりして思考を練り上げていく質の⾼さをめざしてはいるが、
⼦どものつぶやきにアシストされながら、教師が想定する流れや結論を
押し付ける授業になりがち。

• 新しい時代のよい授業とみなされがちな学び合いの授業は、学習者が主
⼈公の⽣き⽣きとした姿や、アイデアの創発をめざしてはいるが、学び
を深める指導もなく、学習のめあてと⼿順を⽰して⼦どもを動かすだけ
の授業になりがち。

• 「（演習問題を）解く、進める」ことに重きを置く塾的な勉強⽂化が学
校にも影響を与えるようになり、それが「理解する」ことや「考える」
ことだと⽣徒たちは誤認し、学校も「⽴ち⽌まり」や「回り道」という
理解や思考に誘う強みと矜持を⾒失ってはいないか。



「学び」「⾃⾛」「学びの責任」の強調の落とし⽳
• ⽣徒の学びへの注⽬は、教えっぱなしにしないという、学びを保障する

教師の責任の先に意識化される。⼀⽅でそれは、⾔葉だけが独り歩きす
ると、学びを保障する教師の責任の放棄（「授業からの逃⾛」など）、
⽣徒の⾃⼰責任論に陥る危険性がある。

• 「主体性」は、⽣活（⽣きること）への主体性、社会への責任として捉
えられてこそ、未来社会を切り拓く学びになる。⼀⽅で、それは⾃習す
る⼒のように、学習（勉強）への主体性（⼤⼈にとって都合のよい主体
性）に矮⼩化されていないか。

• 「学び」の強調の中に混在する「矜持」と「逃げ」の両⾯の存在を⾒極
めることが重要。

• 教科における⽂化へのこだわり、教えることと学ぶことの緊張関係と向
き合う経験があってこそ、「探究」は、教師の教育観をゆさぶり教師の
成⻑の場として機能し、⽣徒の⼈間的成⻑につながる学びの質をもたら
しうる。この点の⾃覚が薄いと、「部活」が外注されたのちに、授業に
向き合わずに、部活の代わりにごっこ的「探究」に逃げる教師を⽣み出
すかもしれない。



休講期間中に⾒えてきた学校の当たり前を問い直す視点：
「⼩さな学校」と「⼤きな学校」の間

• ICT活⽤、修得主義、個別最適化された学び、働き⽅改⾰、これらは「学校のス
リム化」を招きがち。学校の丸抱え体質は問題だが、捨ててはいけないものを⾒
極める必要がある（⽣活の場としての学校、成⻑につながる学びの保障）。

• 「オンライン学習」は、「授業」と「⾃学」の間の「遠隔学習機能」の増設問題
として捉える。学校という場におけるフレックスな学習の時間（ドリル的な勉強
は授業というよりも寺⼦屋的にやれる）、家庭における⽀援付き⾃学（オンライ
ンで仲間や学校や社会とつながりながら）というオプション。授業の⾃習化、⾃
習の授業化といった発想で、学校内外ともに「授業漬け」（⼀⻫授業と宿題）に
されて⼀つの問題で⽴ち⽌まる余裕もなくなっていた⼦どもたちに対して、学び
の時間を確保する（⼤学における単位の実質化の発想に学ぶ）。

• 単位数の削減、「学校半⽇制」的な発想も出てきている中、かつての「週⼆⽇
制」が⼦どもたちにゆとりをもたらしたのかどうかの検証の上に、学校の在り⽅
を考えていく必要がある。⾼校段階なら、授業以外に、フレックスな時間を設け
て学びの時間を増やすことは考えられる。しかしそれは、「⼤きな修得主義」
（総合的で挑戦的な課題への取り組み）を前提にしないと、勉強を進めることに
終始するだろう。「⾃習室」（個別化・早修・寺⼦屋的）よりも「⾃主ゼミ」
（個性化・拡充・⼤学的）の⽂化を育てていく。



教育課程の履修原理―履修主義と修得主義−
履修主義・年齢主義 修得主義・課程主義

履修原理
履修主義：
所定の教育課程を、その能⼒（または⼼⾝の状
況）に応じて、⼀定年限の間、履修すればよい。

修得主義：
所定の課程を履修して、⽬標に関して⼀定の成果
を上げることが求められる。

進 級 （ 卒
業）原理

年数（年齢）主義（social promotion）：
卒業要件として⼀定年限の在学を要求し、
grade は、「在学年数（学年）」を意味する。

課程主義（merit promotion）：
卒業要件として⼀定の課程の修了を要求し、grade
は、「教材習得の段階（等級）」を意味する。原
級留置（留年）もありうる。

学 校 の 中
⼼ 的 な 役
割

社会性・⼈格の育成、全⾯発達（多元的価値）、
保護（ケア）・社会的包摂機能
共同体としての⽣活集団を軸とした機関

知識・技能の獲得、知的発達（⼀元的価値）、能
⼒向上・⽔準保障機能
機能的で学習集団を軸とした機関

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
上
の
⽴
場

義 務
教 育
制 度
成 ⽴
期

経験主義（⼦どものニーズに準拠）との親和性
⽅向⽬標と相対評価や個⼈内評価（構造化され
ていないカリキュラム）
同じ年齢集団で（個々の⼦どものニーズに合わ
せて異なる内容や進級基準もありうる）

系統主義（⽬標・内容に準拠）との親和性
到達⽬標と⽬標準拠評価（構造化されたカリキュ
ラム）
同じ内容を（内容の習熟度に合わせて異なる年齢
の⼦どもたちが集まることもありうる）

現代
系統主義の学⼒保障と平等化の側⾯との親和性 経験主義の個性尊重と⾃由化の側⾯との親和性



個別化 個性化
基本的な⽅向性 教育内容や学習進度や進級⽔準の能⼒に応じ

た多様化
「指導の個別化」（⼦どもの個性（適性）に
応じて学習⽅法の最適化を図ることで、教科
の学習内容の中で習得させたい知識・技能の
確実な定着をめざす）

ひとりひとり（individual）の内的なニーズや⾃発性に応
じた多様化
「学習の個性化」（⼦どもの興味・関⼼を⽣かしながら、
教科の⽬標に迫るような思考・判断や認識を深めたり、社
会の中で⾃⼰を活かせるような「⽣きる⼒」を⾼め、個性
を育てたりしようとする）

個⼈差の捉え⽅ 学習にかかる時間の差（量的差異） 興味・関⼼や学習スタイルなどの差（質的差異）
教育形態・シス
テムレベル

既存の内容パッケージの量や⽔準の違い
能⼒別学級編成（同⼀性）、⾃由進度学習

その⼦に応じた内容⾃体の組み換え
同年齢集団、異年齢集団等の多様な集団編成（複数性）、
⾃由テーマ学習

指導法レベル 学習進度や学習到達度に応じて個別指導を⾏
う

その⼦に応じて教授法や学習活動や表現⽅法を⼯夫する

評価とカリキュ
ラムのあり⽅

知能や学業成績等の⼀元的尺度
（量的に進める直線的）プログラム学習と⽬
標準拠評価

多重知能や個性（持ち味や強み）等の多元的尺度
（質的に深める多⾯的な）プロジェクト学習と個⼈内評価

発展学習の形態 早修（acceleration）（より早く進む） 拡充（enrichment）（より広く深く学ぶ）

学びの個別化と個性化



いま改めて確認すべき授業づくり
の⽅向性とは？

教科の本質的かつおいしい部分を⽣徒たちは味わえているか？
⽣徒たちは教材・⽂化と出会えているか、没⼊できているか？
学ぶことで⽣徒たちは⽣きることや⽣活で⽴ち⽌まれているか？
折に触れて、⼒を発揮できる「舞台（⾒せ場）」は設定されているか？



本物の学びとは？
• 第四次産業⾰命期ともいわれる、変化の激しい現代社会、労働者として、

また、⽣活者や市⺠として、さまざまな⽂脈で他者と協働しながら「正解
のない問題」に対応する⼒や、⽣涯にわたって学び続ける⼒など、⾼度な
知的・社会的能⼒が必要とされてきている。

• ドリブルやシュートの練習（ドリル）がうまいからといってバスケットの
試合（ゲーム）で上⼿にプレイできるとは限らない。ゲームで活躍できる
かどうかは、刻々と変化する試合の流れ（本物の状況）の中でチャンスを
ものにできるかどうかにかかっており、そうした感覚や能⼒は実際にゲー
ムする中で可視化され、育てられていく。ところが、従来の学校において、
⼦どもたちはドリルばかりして、ゲーム（学校外や将来の⽣活で遭遇する
本物の活動）を知らずに学校を去ることになってしまっている。

→ 「真正の（本物の）学習（authentic learning）」の必要性。
教科の⼀番おいしいプロセスを⼦どもたちにゆだねる「教科する（do a 
subject）」授業へ



学校での学習の課題
• ⼈間の有能性は⽂脈によって⼤きく規定されるが、学校での学習

の⽂脈があまりに不⾃然で、⽣活⽂脈とのつながりがみえないた
めに、⼦どもたちの本来の可能性や有能性が発揮できていないこ
とがあるのではないか。

• 「回り道」があっても「もどり」がないために、「回り道」の強
みを⽣かしきれず、⽣きて働かない学⼒となっている。

• ⽂化は有能性よりも遊びに関わる。しかし、学校や学校外の勉強
は、⽂化を遊ばず、味わわずに、それを筋トレや選別の道具とし
て使ってはいないか（例：美味しい料理を味わわずに、早⾷い⼤
⾷いを強いられているうちに、それが⾃⼰⽬的化してしまう）。
思考の体⼒づくりは⼤事だが、筋トレのための筋トレは、受験と
いうゲームで勝ち抜くためだけの学⼒となり、成⻑の伸び代をつ
ぶすことになりかねない。



「本物の学び」に込めた意味
• 「本物＝実⽤」ではない。「本物」とは、教育的に（時に嘘くさく）加

⼯される前の、現実のリアルや⽂化の厚みにふれることを意味する。
• わかっているつもりは、現実世界の複雑さから、また、できているつも

りは、その⽂化や領域の追究の厚みからゆさぶられることで、教科の知
と学びは⾎が通ったものになっていく。

• 「学問のにおい、ホンモノのにおいのする授業」（それによって、⽣徒
の⽬を学問の世界や現実の世の中へと開かせていく）をする先⽣、そん
な実践を志向する⽂化を⽣かしながら、そうした⼈間的成⻑にもつなが
る⼈間臭い質の⾼い学びをすべての⼦どもたちに保障したい。

• 質の⾼い本物の学びを経験することを通して、現実や社会への関⼼が広
がり、視座が上がることで、社会が求めるコンピテンシーや進路実現で
⼤事になる受験学⼒にもつながる。



教科における本物の学びとしての「教科する」
授業とは

• 「教科の内容を学ぶ（learn about a subject）」授業と対⽐されるところの、「教科する（do 
a subject）」授業とは、知識・技能が実⽣活で⽣かされている場⾯や、その領域の専⾨家が
知を探究する過程を追体験し、「教科の本質」をともに「深め合う」授業である。

• 「教科する」授業は、教科の本質的かつ⼀番おいしい部分を⼦どもたちに保障していくことを
めざした、教科学習本来の魅⼒や可能性、特にこれまでの教科学習であまり光の当てられてこ
なかったそれ（教科内容の眼鏡としての意味、教科の本質的なプロセスの⾯⽩さ）の追求でも
ある。

• 本物の活動のプロセスを味わうなかで、活動の⾻組みとなる能⼒の要素を育成し、⾃⼰と⾃⼰
をとりまく世界とのつながりを編み直し、世界への関⼼を広げるような、認知的に⾼次である
だけでなく、認識に深さや重さを伴う学びをめざす。

• 教師と⼦どもの垂直的な教え込み関係でも、⼦ども同⼠の⽔平的な学び合い関係でもない、教
師と⼦どもがともに教材と向かい合い、学び⼿として競り合うナナメの関係を構築する。



「教科する」授業を創る上での三つの問い
• 本時や単元の「ねらい」の先に、⽬の前の⽣徒たちの⼈間的成⻑への「ねがい」をみすえて

いるか？
＝「ねがい」から教科の当たり前も問い直す。

• 「知っている・できる」、「わかる」を超えた「本物」を経験する学習活動（問いや課
題）を⽣徒たちに保障できているか？

＝学⼒を⼆層ではなく三層で捉えて、「使える」レベルの学⼒を意識した学習活動をデザイ
ンする。

• ⽣徒が教科書的な正答や教師を忖度する関係を超えて、しっかりと教材や⽂化と向かい合
えているか？

＝教え込み（タテ関係）でも、学び合い（ヨコ関係）でもない、教師と⽣徒が競る関係（ナ
ナメ関係）を構築する。

※【定着への⼿⽴ての埋め込み】知識の量と幅やその定着という点からは、知識の吸い上げ
（教科書をも資料の⼀つとして、それらをめくることを⼤事にする）、協働と個の往還（グ
ループでみんなで充実した学びをしたのであれば、そこでの議論を整理・総合しつつ、その思
考の道筋を個⼈で静かにたどり直して⾃分のものとすることも⼤事にする）



学力・学習の質的レベルに対応した各教科の課題例
国語 社会 数学 理科 英語

「知ってい
る ・ で き
る」レベル
の課題

漢字を読み書き
する。
文章中の指示語
の指す内容を答
える。

歴史上の人名や出来
事を答える。
地形図を読み取る。

図形の名称を答える。
計算問題を解く。

酸素、二酸化炭素など
の化学記号を答える。
計器の目盛りを読む。

単語を読み書きする。
文法事項を覚える。
定型的なやり取りがで
きる。

「わかる」
レベルの課
題

論説文の段落同
士の関係や主題
を読み取る。
物語文の登場人
物の心情をテク
ストの記述から
想像する。

扇状地に果樹園が多
い理由を説明する。
もし立法、行政、司
法の三権が分立して
いなければ、どのよ
うな問題が起こるか
予想する。

平行四辺形、台形、ひ
し形などの相互関係を
図示する。
三平方の定理の適応題
を解き、その解き方を
説明する。

燃えているろうそくを
集気びんの中に入れる
と炎がどうなるか予想
し、そこで起こってい
る変化を絵で説明する。

教科書の本文で書かれ
ている内容が把握でき、
訳せる。
設定された場面で、定
型的な表現などを使っ
て簡単な会話ができる。

「使える」
レベルの課
題

特定の問題につ
いての意見の異
なる文章を読み
比べ、それらを
ふまえながら自
分の考えを論説
文にまとめる。
そして、それを
グループで相互
に検討し合う。

歴史上の出来事につ
いて、その経緯とさ
まざまな立場の声を
紹介し、その意味を
論評する歴史新聞を
作成する。
ハンバーガー店の店
長になったつもりで、
駅前のどこに出店す
べきかを考えて、企
画書にまとめる。

ある年の年末ジャンボ
宝くじの当せん金と、
1千万本当たりの当せ
ん本数をもとに、この
宝くじの当せん金の期
待値を求める。
教科書の問題の条件を
いろいろと変えて発展
的に問題をつくり、追
究の過程と結果を数学
新聞にまとめる。

クラスでバーベキュー
をするのに一斗缶をコ
ンロにして火を起こそ
うとしているが、うま
く燃え続けない。その
理由を考えて、燃え続
けるためにどうすれば
よいかを提案する。

まとまった英文を読ん
でポイントをつかみ、
それに関する意見を英
語で書いたり、クラス
メートとディスカッ
ションしたりする。
外国映画の一幕をグ
ループで分担して演じ、
発表会を行う。
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知識の有意味
な使⽤と創造
（使える）

知識の意味理
解と洗練

（わかる）

知識の獲得と
定着

（知ってい
る・できる）

学力・学習の質と評価方法との対応関係

学習活動の性質評価基準の設定方法と評価
のタイミング

めざす学力・学習の質（教育目標の
認知レベル）の明確化

客観テスト
（例）多肢選択問題，空所補充問題，組み合わ
せ問題，単純な実技テストなど

知識表象や思考プロセスの表現に基づ
く評価
（例）描画法，概念地図法，感情曲線，
簡単な論述問題や⽂章題など

真正の⽂脈における活動や作品に基づ
く評価（狭義のパフォーマンス評価）
（例）情報過多の複雑な⽂章題，⼩論
⽂，レポート，作品制作・発表，パ
フォーマンス課題とルーブリックなど

評価方法の選択

表
現
に
基
づ
く
評
価

︵
広
義
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評

価
︶

（出典：石井英真「学力向上」篠原清昭編著『学校改善マネジメント』ミネルヴァ書房、2012年。）

重点単元ごとにパフォーマンス
課題を実施したり，学期末や学
年末に子どものノートを見直し
たりして，年間を通じて継続的
に，認識方法の熟達化の程度
を判断する。（「水準判断評価
（standard-referenced 
assessment）」）

単元末に，ペーパーテストなど
を実施し，個別の教科内容ごと
に，理解の深さ（知識同士のつ
ながり・自分とのつながり）と習
得の有無を点検する。（「項目点
検評価（domain-
referenced assessment）」）

素朴な全体か
ら洗練された全
体へと螺旋的
に展開し，「最
適解」や「納得
解」のみ存在す
るような学習

要素から全体
への積み上げ
として展開し，
「正解」が存在
するような学習
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「考える⼒を育てるかどうか」という問い⽅ではなく、「どのレベルの考える⼒を育てるのか」という発
想で考えていかねばならない。特に、内容の習得をめざす中での思考⼒と、学んだことをつなぎあわせて
⽂脈に対応して使われる思考⼒とのレベルの違いを認識しておく必要がある。

c. f. ブルームの⽬標分類学における、「適⽤（ application ）」（特定の解法を適⽤すればうまく解決
できる課題）と「総合（ synthesis）」（論⽂を書いたり、企画書をまとめたりと、これを使えばうま
くいくという明確な解法のない課題に対して、学んだ知識を総動員して取り組まねばらない課題）と
いう「問題解決」のレベルの違い。



図．「真正の学習」における教室の関係構造（出典：石井英真『現
代アメリカにおける学力形成論の展開―スタンダードに基づくカリ
キュラムの設計』東信堂、2011年、183頁。）

20

① ②

※図②において、教師と学習者は、同じ対象を共有し、協同して活動している点で対等な関係にある。一方で、
図の位置関係が示すように、教師は、いわば先行研究者として、学習者の学習活動を見通し導きうる位置にあ
る。ゆえに教師は、学習者の対象世界との対話を深めるべく直接的な指導を行ったり、時には、教師自身も埋
め込まれている学習環境をデザインする間接的な指導性を発揮したりするのである。

伝達

教師

知識

学習者
対話

対話対話

対象世界

知識

学習者

教師

指導

学習環境のデザイン

学
習
環
境
（
リ
ソ
ー

ス
・
共
同
体
・
文
化

な
ど
）



⽇本の伝統的な授業像の発展的継承
⽇本の伝統的な「教科内容を豊かに学ぶ」授業像 「教科する」授業の提起する授業像

教師に導かれた創造的な⼀⻫授業（練り上げ型授
業）による知識発⾒学習

⼦ども同⼠の創発的コミュニケーションによる知識構築学
習

導⼊が豊かすぎる、「わたり」があって「もど
り」のない、「尻すぼみ」の単元展開（科学的概
念としての知識）

出⼝が豊かで「もどり」（⽣活への埋め戻し）がある、
「末広がり」の単元展開（現実世界を読み解く眼鏡（⾒
⽅・考え⽅）としての知識）

名⼈芸的な教師のアートと強い学級集団に依拠す
る授業

学びの場づくり（課題、学習形態、教具・メディア、時間
や空間のアレンジ）とゆるやかなコミュニティで、学びを
触発する授業

教科書で教える授業、⼀時間の終わりにすっきり
わかる授業（内容の本質性）

（複数教科の）教科書を資料にして学ぶ授業、もやもやす
るけど楽しい授業（プロセスの本質性）

つまずきを教師が⽣かす授業 つまずきを⼦ども⾃⾝が⽣かす授業
「強いつながり（コミュニティ感覚）」と硬くて
重いコミュニケーション・⼤⽂字の⾃⼰、⻑いス
パンで⼤きな物語で⼈⽣の意味を捉える⼼性、垂
直的に体系化された共通の客観的真理という基盤

「弱いつながり」とコミュニケーション・アイデンティ
ティ・知のソフト化・多元化、いまここの⽣を楽しむ⼼性
と思考や集中⼒のスパンの短さ、⽔平的にネットワーク化
され局所的に当事者によってつくられるものとしての知識、
⼦どもたちの⽣活感覚や学び感覚の変化（居酒屋談義から
カフェ的な語らいの形へ）



教科における本物の学びのイメージ①
数学（⽴命館宇治中学校・⾼
等学校・酒井淳平先⽣）

国語（神奈川県⽴横浜翠嵐⾼
等学校・笠原美保⼦先⽣）

英語（元京都府⽴園部⾼
等学校・⽥中容⼦先⽣）

ねがいの意識
⼈間的成⻑へ

「⽣徒が変わる授業」（「数
学」「⾃分」「学ぶこと」へ
の⾒⽅が変わる）

古典を学ぶ意味は、「物語」
のストックを増やすこと

英語で書かれたテクスト
を読み取り、英語で⾃⼰
表現と応答ができること

学⼒の三層構造
総合やもどりに
よる深くて重い
学びへ

⾃分で収集したデータを確
定・検定する課題学習（アン
パンマンがパンチを繰り出す
までの時間など）に取り組み、
内容の理解と定着も図る。

『史記』の「鴻⾨の会」を、
教科書に掲載されていない部
分と教科書本⽂とを関連付け
ながら読み、グループで劇化
し、読みを深める。

「キング牧師の演説」の
読解・暗唱の後、⾃分の
ことで “I have a dream 
that ・・・”を書く、と
いう表現課題に取り組む。

脱正答主義
教師と⽣徒が競
る関係へ

教科書や解答を読み⾃分で理
解することを⼤事にし、思考
の⾔語化や学び合いを通して、
公式や定理を⾃ら発⾒するも
のとして学ぶ。

劇化にあたり、⼼の中のセリ
フを補うなどすることで、資
料を読み込んだうえで⽣じる
解釈の違いを可視化し、それ
を互いに味わう。

語彙や英⽂を聞き取れな
いとき、Please repeat 
などの要求を出すよう促
し、英作⽂には必ず複数
解答があると伝える。

（⽯井英真編著『⾼等学校 真正（ホンモノ）の学び 授業の深み（仮）』学事出版、近刊より）



教科における本物の学びのイメージ②
• 「学問する」ことと「実践する」こと
⽇々のあたり前に「なんで？」という疑問を突き付けて、仮説を⽴てて実験による検証したり、その法則を
発⾒した科学者のプロセスを学んたりしながら、誤差の検討も含め、科学的な探究の過程を追体験する。他
⽅で、「放射線」の性質と⼈体への影響について学ぶなど、社会の中で⾃ら判断したり⾏動したりすること
につなげる。（⼤阪府⽴春⽇丘⾼等学校・吉新聖⼆先⽣）

• 仕掛けてゆだねること（創発）とホンモノでゆさぶること（⽭盾）
「⽇本はどの国・地域と地域統合すればよいのだろうか」という単元を貫く問いを軸に学びを進め、単元の
最初と最後にこの同じ問いにグループ学習で取り組み、最終的にさまざまな地球的課題を関係構造図にまと
める。グループ学習に当たっては、教師が介⼊したり正答を⽰したりせず、緩やかに⾒守る。（神⼾⼤学附
属中等教育学校・⾼⽊優先⽣）
光市⺟⼦殺害事件をもとに「死刑制度の是⾮」について学び話し合うなど、教師⾃⾝がシビれた問題を⽣徒
に投げかけ、教師⾃⾝の葛藤の過程を語り、⽣徒とともに問題を考えていく。答えのない問題について考え
る中で⽣徒たちから⽣まれた問いにさらに向き合うべく、被害者遺族・⽊村洋さんと直接対話する機会を持
ち、⽣徒の本⾳を引き出し、静かな思考を⽣み出していく。（東京学芸⼤学附属⾼等学校・楊⽥⿓明先⽣）
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